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1 目的  

 

  この実施要領は、第３次柳川市総合計画策定支援業務を委託するにあたり、公募型プロポー

ザル方式（以下「本プロポーザル」という。）により受託候補者を選定するために必要な事項

を定めるものである。 

 

２ 業務概要  

 

（１）業務名 

第３次柳川市総合計画策定支援業務 

（２）業務内容 

別紙「第３次柳川市総合計画策定支援業務委託仕様書」（以下「業務仕様書」とい

う。）のとおり。 

（３）業務期間 

契約締結日から令和７年３月３１日まで 

 

３ 委託料上限額  

 

１１，９９０ 千円（消費税額及び地方消費税額を含む。）を上限とする。 

  【内訳】 

令和５年度   ４，９５０千円 

令和６年度   ７，０４０千円 

 

４ 参加資格  

 

  この本プロポーザルに参加できる者は、次のすべての条件を満たす者とする。 

（１）次に掲げる者でないこと。  

① 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する者 

② 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき、更生手続開始の申立てがなされ    

ている者 

③ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき、再生手続開始の申立てがなされ   

ている者 

④ 指名停止を受けている者 

⑤ 暴力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有し、若しくは社会的に非難さ  

れる関係を有する者 

（２）過去５年間（平成３０年度から令和４年度まで）に、地方公共団体における総合計画の

策定支援業務を直接受託し、かつ、その委託業務を履行し、成果物を納品した実績を３件

以上有していること。ただし、総合計画策定全体の実績であり、アンケート調査、印刷な

ど業務の一部のみの実績は認めない。 
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５ スケジュール  

 

内 容 期間等 

①公募開始 令和５年７月２０日（木） 

②質問書の提出期間 
令和５年７月２０日（木）から 

令和５年７月３１日（月）１５時まで 

③質問書回答日 令和５年８月４日（金） 

④参加届の提出期間 
令和５年７月２０日（木）から 

令和５年８月９日（水）１５時まで 

⑤企画提案書の提出期限 令和５年８月３０日（水）１５時まで 

⑥１次審査（書類審査） 令和５年９月８日（金） 

⑦１次審査結果通知及び 

２次審査実施通知 
令和５年９月１１日（月） 

⑧２次審査（本プロポーザル） 令和５年９月下旬 予定 

⑨審査結果通知 令和５年９月下旬 予定 

⑩契約締結 令和５年９月下旬 予定 

※上記指定様式については、市ＨＰ（https://www.city.yanagawa.fukuoka.jp/）より 

ダウンロードすること。 

 

６ 参加申し込み  

 

  本プロポーザルに参加を希望する場合は、次のとおり参加届等を提出すること。 

 （１）提出書類 

   Ａ 参加届書類 

    ① 公募型プロポーザル参加届（様式第２号）  １部 

    ② 誓約書（様式第３号）           １部 

③ 会社概要書（様式第４号）         １部 

④ 業務実績書（様式第５号）         １部 

   Ｂ 企画提案書類 

  ⑤ 企画提案書鑑（様式第６号）        １部 

⑥ 業務実施体制調書（様式第７号）      １部 

⑦ 配置予定者の経歴等（様式第８号）     １部 

⑧ 企画提案書                １１部（正１部、副１０部） 

（1者につき 1案とし作成に当たっては「８ 企画提案書作成方法」を参照すること。） 

⑨ 見積書（様式第９号）           １１部（正１部、副１０部） 

  （２）提出期限 

   Ａ 参加届書類 令和５年８月９日（水）１５時まで 

   Ｂ 企画提案書類 令和５年８月３０日（水）１５時まで 
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 （３）提出方法 

   持参又は郵送等とする（ＦＡＸや電子メールでの応募は、受け付けない。）。郵便事故等に

ついては、市はその責めを負わない。 

（４）提出先 

「１３ 担当部署」に記載する担当窓口 

 

７ 質問の受付及び回答  

 

 （１）質問書の提出期間 

   令和５年７月２０日（木）から令和５年７月３１日（月）１５時まで 

 （２）質問書の提出方法 

   電子メールにより所定の質問書（様式第１号）を添付して、「１３ 担当部署」あてに送信

し、着信確認の電話連絡をすること。件名については「第３次総合計画業務委託質疑」と記載

すること。また、質問期間以降は一切受け付けない。 

 （３）質問に対する回答 

   令和５年８月４日（金）１７時までに、すべての質問内容と回答を市ホームページに掲載

する。 

 

８ 企画提案書作成方法  

 

 （１）様式等の形式 

① 表紙に「第３次柳川市総合計画策定支援業務企画提案書」と事業者名を記載。 

② 様式はＡ４判カラー印刷（Ａ３判の折り込み可）・両面印刷・左綴じ。 

ページ番号を付すこと。 

③ 文字のフォントサイズ１１ポイント以上（表紙、図表除く）とする。 

④ 企画提案書は、図表等を含め５０ページ以内とする（表紙、目次はページ数に含まな   

い） 

④ 提出部数は１０部（正１部、副９部）。 

 （２）提案書の内容 

   ① 基本方針 

    本市の特徴（歴史・文化や地理等）、現況や課題（人口減少や自主財源不足等）を踏まえ、

持続可能な魅力あるまちづくりを行うために、総合計画策定に係る方針を提案すること。 

   ② 現状把握及び分析 

    国勢調査及び地域経済分析システムＲＥＳＡＳ、統計ダッシュボート、産業連関表等の

統計データを用いた分析方法や結果を分かりやすく示すこと。また、その分析結果に基づ

いた課題の抽出や事業提案を分かりやすく示すこと。 

   ③ 地方版総合戦略 

本市は地方版総合戦略を包含した総合計画を策定予定であることから、国のデジタル田

園都市国家構想総合戦略の趣旨に沿った次期総合戦略策定の考え方や明快な構成について

提案すること。 
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   ④ 効率的な施策・事業推進 

    限りある行政資源（ヒト・モノ・カネ）を優先的・重点的に配分・投入することができる

手法について提案すること。 

   ⑤ 実効的な進捗管理を行うための制度設計 

    総合計画を行政経営の指針となる計画として効率的、効果的に進捗確認及び推進（ＰＤ

ＣＡの効果的な運用方法及びＫＰＩの設定等）を行うことができる制度設計について提案

すること。 

⑥ 冊子デザイン 

    デザイン等を工夫することにより、行政はもちろん市民・団体・企業等と共有し、一体と

なって実施していけるような、分かりやすい構成となるよう提案すること。 

⑦ 業務スケジュール 

 効率的・効果的で、具体的・現実的な業務スケジュールを提案すること。また、本市と受

注者の役割分担について明確に提案すること。 

   ⑧ 業務実施体制 

   ⑨ その他 

    上記以外に、仕様書に記載の有無に関わらず、本市にとって有効・有益な独自の提案が

あれば提案すること。 

 

９ 受託候補者の選考方法  

 

受託候補者の選定にあたっては、第３次柳川市総合計画策定支援業務委託事業者選定委員会

（以下「選定委員会」という。）において、以下のとおり審査を行う。また審査における評価基

準については別表「評価基準表」のとおりとする。 

選定委員会は、非公開とし、１次審査、２次審査ともに審査内容、審査結果、採点に関する質

問、異議申し立てについては一切受け付けない。 

 （１）１次審査（書類審査） 

   ① 企画提案者が５者以上の場合、選定委員会に置いて、書類審査を行う。４者以下の場

合は１次審査を省略し、２次審査において書類審査をあわせて実施する。 

   ② １次審査の結果は、全ての企画提案者へ通知する。２次審査の対象となった企画提案

者については、あわせて２次審査の日程等を通知する。 

 （２）２次審査（本プロポーザル） 

① 実施日及び場所 

    令和５年９月下旬実施予定（開始時刻及び場所については、別途連絡。） 

   ②本プロポーザルの方法 

    ア 本プロポーザルの時間は１者あたり４５分とする。時間配分は企画提案書の内容説

明３０分、質疑応答１５分とする。 

    イ 出席者は３人以内とする。 

    ウ 提出した企画提案書のみで提案を行うこと。その他の手段、追加資料は認めない。 

オ 事業の実施体制調書（様式第７号）に記載されている管理責任者又は担当者が説明

を行うものとする。 
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キ パソコン（企画提案者による持ち込み）による説明は可能とし、市において５８イ

ンチ液晶ディスプレイ（HDMI）を用意する。 

 （３）結果の通知 

    選定結果については、令和５年９月下旬（予定）に市ホームページに公表すると共に、２

次審査に参加した全ての者に文書にて通知する。 

 

１０ 失格事項  

   

次のいずれかに該当した場合は、その者を失格とする。 

ア 参加資格要件を満たしていない場合又は満たさなくなった場合 

イ 提出書類に虚偽の記載があった場合、または提出書類に不備があった場合 

ウ 実施要項で示された、提出期日、提出場所、提出方法、書類作成上の留意事項等の条件に    

適合しない書類の提出があった場合 

エ 選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合 

オ 本プロポーザルを正当な理由なく欠席した場合 

カ 価格提案書の金額が「３ 委託料上限額」を超過した場合 

 

１１ 契約に関する事項  

 

選定した受託候補者と協議し、委託業務に係る仕様書の内容を確定させたうえで契約を締結

する。仕様書の内容は企画提案内容がすべて反映されるわけではなく、受託候補者との協議に

より最終的に決定する。 

なお、選定した受託候補者との間で協議が整わなかった場合には、評価結果において総合評

価が次に高い企画提案者と協議を行うものとする。 

 

１２ その他  

 

 （１）企画提案者は、公募型プロポーザル参加届の提出をもって、実施要領及び仕様書の記載内     

容及び条件を承諾したものとする。 

（２）書類提出後、都合により参加を辞退することになった場合は、速やかに参加辞退届（様式

第１０号）により、「１３ 担当部署」に提出すること。 

（３）企画提案書の著作権は、当該企画提案書を作成した者に帰属するものとする。ただし、本  

市と契約に至った者が作成した企画提案書については、市が必要と認める場合には、市は

あらかじめ通知することによりその一部又は全部を無償で使用（複製、転記又は転写をい

う。）することができるものとする。 

（４）提出されたすべての書類は返却しない。また、提出期間後の差し替え、追加及び削除は認      

めない。 

（５）本提案にかかる書類作成及び提出費用など、必要な経費は全て企画提案者の負担とする。

また、やむを得ない理由等により、本プロポーザルを中止することがあるが、この場合、本

プロポーザルに要した費用を本市に請求することはできない。 
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１３ 担当部署  

 

柳川市役所 総務部企画課 企画係（担当：執行、野田） 

所在地 ： 〒８３２－８６０１ 福岡県柳川市本町８７－１ 柳川庁舎 ３階 

電 話 ： ０９４４－７７－８４２３ 

ＦＡＸ ： ０９４４－７４－５５２０ 

E-mail ： kikaku@city.yanagawa.lg.jp  

mailto:kikaku@city.yanagawa.lg.jp
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評 価 基 準 表 

対象 提案書の内容 評価内容 配点 

企画 

提案書 

①基本方針 

②現状把握及び分析 

・本市の地域特性を的確に把握・分析できる

内容であるか。 

・分析結果を的確に計画へ反映させる手法の

提案はあるか。 

１０ 

③地方版総合戦略 ・地方版総合戦略を包含する手法・構成につ

いて実用的な提案になっているか。 

５ 

④効率的な施策・事業推進 ・限りある行政資源（ヒト・モノ・カネ）を

優先的・重点的に配分・投入することができ

る手法になっているか。 

１５ 

⑤実効的な進捗管理を行

うための制度設計 

・計画の進捗管理を適切に行うことができる

提案となっているか（ＫＰＩの設定手法等）。 

・計画を効率的・効果的に推進できる提案と

なっているか。 

２５ 

⑥冊子デザイン ・行政はもちろん市民・団体・企業等にとっ

て分かりやすいデザイン及び構成となってい

るか。 

１５ 

⑦業務スケジュール 

⑧業務実施体制 

・効率的・効果的で、具体的・現実的なスケ

ジュールとなっているか。 

・本市と受注者の役割分担が明確になってい

るか。 

・円滑な業務実施を期待できる実施体制を整

えているか。 

５ 

⑨独自提案 ・その他、本市にとって有効・有益な独自の

提案は示されているか。 

１５ 

見積書 見積価格 ・配点×最低見積価格／当該提案者の見積価

格で計算。小数点以下は切捨てとする。 

５ 

プレゼン ・本業務に対してよく理解をしているか。 

・説明が分かりやすく説得力があるか。 

・質問に対する回答は適切か。 

５ 

合計 １００点 

 

別 表 


